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第 1章「序論」で，著者は，全反射 (T IR)法，導波モード共鳴 ( W M R)法，表

























さらに，計算により， Ti O 2を下層，M gF 2を上層とし，各層の厚さを最適化し
た WM R励起用チップによれば， M gF 2表面の正規化二乗電界強度をプリズム
への入射光の 3 8 7倍に増強可能であることを示し，この値は A l層を有した S P R
励起用チップの増強効果の約 2 5倍であるとしている。すなわち，現在，広く
用いられている S P R励起用チップよりもはるかに高効率に近接場光を励起可
能な W M R励起用チップを数値計算により提案していることは，評価に値する。 
 2 
第 4章「紫外近接場光蛍光センサのための Ti O 2 / S i O 2導波モード共鳴励起用
チップの開発」で，著者は，第 3章での提案をもとに，下層が Ti O 2，上層が S i O 2
の WM R励起用チップを作成し，チップの蛍光増強効果を実測している。すな
わち，作成した W M R励起用チップに波長 3 6 0～ 4 00 n mの光を入射し，チップ
上に滴下された紫外光励起量子ドット懸濁液の蛍光強度をイメージセンサに
より取得した処，比較の為に作成した A l層を有する S P R励起用チップと比べ
て， W MR励起用チップを用いた場合に，蛍光強度の測定値は約 6 .5倍になる
ことを確認している。さらに，作成された両チップの膜厚は理想値からずれ
ているため，上の実験結果をもとに，最適構造の W M R励起用チップでは，最





イオセンサの開発」において，著者は， S P Rセンサの感度や選択性を向上さ
せるため，蛍光染色と誘電泳動を組み合せる検出法を研究している。まず，
ITO電極を有するチップを作成し，大腸菌の懸濁液をチップ上に滴下し， IT O
電極への周波数 1 0 0 Hzの電圧印加により大腸菌が電界の最も低い電極上に，
1M Hzの印加により電界の高い電極の端に集まることを見出し，不平等電界の
印加による誘電泳動と大腸菌の誘電特性の周波数依存性が原因と結論してい
る。さらに， A l電極を有する S P R励起用チップを作成し，青紫光で励起され
る蛍光色素で染色した大腸菌の懸濁液をセンサチップ上に滴下し， 1 0 0 H zと
1 kHzの電圧印加で蛍光信号が電界の最も低い A l電極上で増加することを確
認している。すなわち，液中に存在する特定の物質を誘電泳動で選択分離し




電極上では S P Rを，電極外の絶縁体上では W M Rを励起することにより，異な
る被検出物質を電極上と電極外に分離した上で同時に観察できる同時励起近
接場照明チップを開発している。著者は，まず，Ti O 2層と S iO 2層から成る W M R





菌を，誘電泳動により電極外と電極上に分離して集め，電極外では W M R，電
極上では S P Rを励起して蛍光を測定することにより，生菌と死菌を別々に同
時検出できる高選択性センサにつながる重要な成果である。  
 3 
第 7章「結論」で，第 2～ 6章の知見をまとめた上で，本研究や近接場技術
の今後の応用について見解を述べている。  




いる旨，本文に加筆している。さらに公聴会においては， A l層の S P Rを比較
対象として用いた理由を指摘された。これに対して，本研究の目的により適
合する紫外域での励起には A lの方が適していること，ならびに関連して，広
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